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２ 地域特性と災害リスク 

2.1 地域特性  

⑴ 位置・面積  

本市は千葉県の北西部に位置し、東京都心部から２０ｋｍ圏、千葉市

中心部から１５ｋｍ圏にあり、東は習志野市、八千代市、西は市川市、北

は鎌ケ谷市、白井市に接し、南は東京湾に面している。 

  市の面積は、８５．６２㎢である。東西１３．８６km、南北１４．９５km に

広がっており、千葉県面積の約６０分の１を占めている。 

⑵ 地形・地質  

市の地形は、下総台地と東京湾岸低地を主とする低地

に大別できる。 

  下総台地は、千葉県の北半部を占めており、海抜約２０～

１００ｍの比較的平坦な地形を形成している。市域の中～

北部のほとんどは台地となっており、最高点は習志野３丁

目付近の約３２．３ｍであり、標高の平均は約２４ｍとなっ

ている。 

また、低地は、東京湾にそそぐ江戸川

がつくる三角洲や海岸平野、海老川や

桑納川などの河川により侵食された谷

に沖積層が堆積し形成された谷底平野、

台地前面にひろがる浜堤・砂州、海面の

大規模な埋め立て等による人工地形か

らなっている。 

  地質については、北部の台地は、関東

ローム層と呼ばれる赤土で占められ、

谷底平野は、砂質、粘土質及び腐植土

などの沖積層、臨海部は、埋立地堆積

物で構成されている。 

市川市 

鎌ケ谷市 

船橋市 

白井市 

八千代市 

習志野市 

東京湾 

▲ 本市の位置 

台地 

低地（平野） 

埋立地 

▼ 本市の地形分類 

出典：船橋市地域防災計画（令和２年４月） 
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⑶ 河川  

市内には、利根川水系の真間川・

神崎川・二重川・桑納川といった一

級河川や、海老川及びその水系の長

津川・飯山満川といった二級河川な

どが流れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 気象  

気象は、東京湾に面した海洋性の気象で、関東平野中心部の気象区に属し、１年を通じおお

むね温暖な気候となっている。なお、過去５年間の平均気温は１6．4℃、年間平均降水量は、

約 1,300mm となっている。 

▼ 河川の概要 

出典：船橋市地域防災計画（令和２年４月） 
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▼ 過去５年間の月ごと平均気温・降水量

平均降水量

平均気温

＊船橋市消防局データ（2015～2019年）を基に作成
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⑸ 人口  

市の人口は、東京都心部から２０km 圏にある立地条件や交通機関の整備、大規模団地の造

成などによる宅地化の進展により、昭和３５年の約１３．５万人から昭和５８年には５０万人を

超えるまでに急激に増加した。その後、人口増加の割合は緩やかになったものの、増加傾向が

続いており、令和２年１０月現在の人口は、約６４．４万人となっている。年齢別人口の割合は、

年少人口（１５歳未満）が約１３％、生産年齢人口（１５～６４歳）が約６３%、老年人口（６５歳以

上）は約２４%となっている。 

今後も市の人口は緩やかに増加を続け、令和１５年の６６．４万人をピークとして減少に転じ、

令和２５年には６６．１万人となると推計している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 道路  

広域的な連携機能を担う京葉道路、東関東自動車道の自動車専用道路２路線や主要な幹線

道路である国道１４号（千葉街道）、国道１６号、国道３５７号や県道８号（主要地方道船橋我孫

子線）などの国県道のほか、都市計画道路の整備により幹線道路網を構成している。 

  

▼ 年齢区分別人口の将来推計 

 

出典：人口推計調査報告書（令和元年 5 月） 

（15 歳未満）         （15～64 歳）            （65 歳以上） 

▼ 年齢３区分別人口の推移・将来推計 

推計 

     ２ 地域特性と災害リスク 



6 

 

⑺ 鉄道  

鉄道は、東西方向にＪＲ総武本線、ＪＲ京葉線、東京メトロ東西線、東葉高速線及び京成本線、

南北方向では、ＪＲ武蔵野線、東武アーバンパークライン、新京成線、また、北部地域には北総

線の９路線がある。 

  内陸部の宅地化に伴う交通需要の増加により、ＪＲ船橋駅をはじめとする各乗換え駅では非

常に混雑している状況となっており、市内３５駅における１日の平均乗車人数（令和元年度）は、

９６万人に達している。各駅の１日の乗車人数は、ＪＲ船橋駅が約１４万人、ＪＲ津田沼駅が約１０

万人、ＪＲ及び東京メトロ西船橋駅がそれぞれ約１４万人であり、鉄道交通の拠点となっている。 

 

 

 

 

  

 

▼ 道路・鉄道の概要 

県道８号 県道１８０号 

凡例 

――― 主要幹線道路 

※緊急輸送道路に指定されている道路のみ 

――― 鉄道 

北総線 

東武アーバン 
パークライン 

東京メトロ 
東西線 

ＪＲ武蔵野線 
新京成線 

ＪＲ津田沼駅 

ＪＲ船橋駅 

ＪＲ・東京メトロ 
西船橋駅 
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⑻ 土地利用  

鉄道駅を中心として市街化が図られ、一定程度コンパクトな市街地が形成されている。一方

で、近年は市街化区域縁辺部の市街化調整区域における開発が進み、鉄道駅から比較的遠い

場所での市街化が進んでいる。現在は、住宅用地が約３３％、農用地が約１５%などとなって

いる。 

  なお、工場・社宅等の跡地においては、マンションや大規模商業施設への土地利用転換が進

行している。 

 

 

 

 

  

 

▼ 土地利用の現況 

出典： 平成２８年都市計画基礎調査 
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